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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月22日(2008.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　配列番号：１の配列を有する核酸分子であって、その核酸分子がセル
リから由来の約３０９個の長さのアミノ酸のエンドヌクレアーゼ蛋白をコードし、そのコ
ードされた蛋白が複数のα－へリックスドメインおよびフレキシブルなカルボキシ末端領
域を含む、単離された核酸分子。
　　【請求項２】　ＤＮＡである、請求項１記載の核酸分子。
　　【請求項３】　エンドヌクレアーゼ蛋白をコードする長さが約１１３５塩基対の配列
を含むｃＤＮＡである、請求項２記載のＤＮＡ分子。
　　【請求項４】　イントロンおよびエキソンを含む遺伝子であって、その遺伝子のエキ
ソンが配列番号：１の核酸と特異的にハイブリダイズし、そのエキソンがエンドヌクレア
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ーゼ蛋白をコードする、請求項２記載のＤＮＡ分子。
　　【請求項５】　請求項１の核酸より転写される単離されたＲＮＡ分子。
　　【請求項６】　
　ａ）請求項１に記載の蛋白またはポリペプチドをコードする配列；
　ｂ）ａ）の相補的配列をコードする配列；
　ｃ）図２に示されるヌクレオチドの配列；
　ｄ）ａ）またはｃ）のいずれかの配列と選択的にハイブリッド形成する能力を有する配
列；および
　ｅ）ａ）、ｂ）またはｃ）の配列のいずれかのフラグメント
を含む、ポリヌクレオチド。
　　【請求項７】　配列番号：２のアミノ酸配列および請求項６に記載の核酸分子の天然
の対立遺伝子の変異体によりコードされるアミノ酸配列からなる群より選択されるアミノ
酸配列を含むエンドヌクレアーゼ蛋白をコードする、請求項６記載の核酸分子。
　　【請求項８】　配列番号：１の配列を含む、請求項７記載の核酸分子。
　　【請求項９】　長さが約１０個ないし約２００個のヌクレオチドのオリゴヌクレオチ
ドであって、配列番号：１と特異的にハイブリダイズする、オリゴヌクレオチド。
　　【請求項１０】　配列番号：２の配列を有するエンドヌクレアーゼをコードする核酸
分子。
　　【請求項１１】　請求項１０の核酸分子によりコードされる単離された蛋白に対して
免疫学的に特異的な抗体。
　　【請求項１２】　モノクローナルである、請求項１１記載の抗体。
　　【請求項１３】　ポリクローナルである、請求項１１に記載の抗体。
　　【請求項１４】　配列番号：１の配列を含むプラスミド。
　　【請求項１５】　配列番号：１の配列を含むベクター。
　　【請求項１６】　配列番号：１の配列を含むレトロウイルスベクター。
　　【請求項１７】　配列番号：１の配列を有する核酸分子を含む宿主細胞。
　　【請求項１８】　細菌、真菌、哺乳動物、昆虫および植物細胞からなる群より選択さ
れる、請求項１７記載の宿主細胞。
　　【請求項１９】　配列番号：１の配列を含む宿主動物。
　　【請求項２０】　ＣＥＬ　Ｉ調節化活性について試験化合物をスクリーニングする方
法であって、
　ａ）ＣＥＬ　Ｉコード化核酸を発現する宿主細胞を得；
　ｂ）該宿主細胞をＣＥＬ　Ｉ活性を調節すると思われる化合物と接触させ；および
　ｃ）ＣＥＬ　Ｉのエンドヌクレアーゼ活性における変化により評価されるようなＣＥＬ
　Ｉ調節化活性を測定すること
を含む、方法。
　　【請求項２１】　一本鎖ポリヌクレオチドの標的配列を含むポリヌクレオチドとハイ
ブリダイズ可能なポリヌクレオチドの変異していない配列との関係で、該配列を増幅させ
、検出可能なマーカーで標識化し、相互にハイブリダイズさせ、エンドヌクレアーゼに曝
し、その変異の存在について分析する、該標的配列中の変異を測定する方法であって、
　ａ）配列番号：２の配列と６０％より大きな同一性を有するアミノ酸配列を含む、多量
の植物ミスマッチエンドヌクレアーゼを産生するために該エンドヌクレアーゼをコードす
る単離された核酸分子を宿主生物にて組換え操作により発現させることを含み、その組換
え操作により産生されるエンドヌクレアーゼの活性が：
　ｂ）該ハイブリッド形成された配列の間のすべてのミスマッチの検出；
　ｃ）約１００ｂｐと約３ｋｂの間の長さのポリヌクレオチド鎖中の配列の違いの認識；
および
　ｄ）隣接するポリヌクレオチド配列により惹起される実質的な副作用のない標的ポリヌ
クレオチド配列中の該変異の認識
を含む、標的配列中の変異を測定する方法。
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　　【請求項２２】　配列番号：２の配列と６０％より大きな同一性を有するアミノ酸配
列をコードする核酸配列が、ＢＦＮ１、ＺＥＮ１およびＤＳＡ６をコードする核酸配列か
らなる配列の群より選択される、請求項２１記載の方法。
　　【請求項２３】　一本鎖ポリヌクレオチドの標的配列を含むポリヌクレオチドとハイ
ブリダイズ可能なポリヌクレオチドの変異していない配列との関係で、該配列を増幅させ
、検出可能なマーカーで標識化し、相互にハイブリダイズさせ、エンドヌクレアーゼに曝
し、変異の存在について分析する、該標的配列中の変異を測定する方法であって、
　ａ）配列番号：２のアミノ酸配列を含む、多量の植物ミスマッチエンドヌクレアーゼを
産生するために該エンドヌクレアーゼをコードする単離された核酸分子の宿主生物におけ
る組換え発現を含み、その組換え操作により産生されるエンドヌクレアーゼの活性が：
　ｂ）該ハイブリッド形成された配列の間のすべてのミスマッチの検出；
　ｃ）約１００ｂｐと約３ｋｂの間の長さのポリヌクレオチド鎖における配列の違いの認
識；および
　ｄ）隣接するポリヌクレオチド配列により惹起される実質的な副作用のない標的ポリヌ
クレオチド配列における該変異の認識
を含む、標的配列中の変異を測定する方法。
　　【請求項２４】　エンドヌクレアーゼがセルリから誘導される、請求項２３記載の方
法。
　　【請求項２５】　ポリヌクレオチドがＤＮＡである、請求項２３記載の方法。
　　【請求項２６】　ポリヌクレオチドがｃＤＮＡである、請求項２３記載の方法。
　　【請求項２７】　変異が遺伝的障害に適応する、請求項２３記載の方法。
　　【請求項２８】　変異が癌の素因に適応する、請求項２３記載の方法。
　　【請求項２９】　エンドヌクレアーゼ活性を有するＣＥＬ　Ｉのイソ酵素であり、分
子量が３９ｋｄであり、セルリから単離される、イソ酵素。
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